








（株）三井住友銀行は、企業の食・農の取り組みを支援す
る「ＳＭＢＣ食・農評価融資」の取り扱いを開始し、その第一号
の企業としてアサヒビール（株）が選ばれ、2011年3月に融資
が実行されました。この融資は、（株）三井住友銀行と（株）日
本総合研究所の独自の評価基準に基づき企業の食・農の
取り組みを評価するもので、評価結果に応じて融資条件が
決められます。評価項目としては「食の安全」や「環境への配
慮」の基盤的な取り組みに加えて、「健康・栄養への配慮」や
「流通の合理化」など発展的な取り組みなどがあり、７段階で
評価し融資を行うものです。
当社は「高価値な食生活啓発」や「農水産業の提供価値

向上」、「基盤としての安全保証」において高水準であると判
断され、企業経営において優れた食・農の取り組みを実施し
ていると評価されました。

「アサヒ・アート・フェスティバル2010」を開催

アサヒビール（株）は、2009年に引き続き2010年も、ア
サヒスーパードライ「うまい！を明日へ！」プロジェクトを全国で
展開しました。本プロジェクトは、第3弾を春に、第4弾が秋
に行われ、主力商品「アサヒスーパードライ」の売上の一部
を、都道府県ごとに設定した自然や環境、文化財などの保
護・保全活動に役立てていただくものです。寄付金総額は
第3弾で415,705,732円、第4弾で412,423,716円と
なり、2 0 0 9 年春の第1弾からの累計寄付金額は
1,508,874,176円になりました。
アサヒビール（株）では地域との共生や地域貢献を目標に
掲げ、本プロジェクトと並行して、地域のボランティア活動への
社員参加を積極的に推進するなど、事業活動を通じて、地域
に密着した活動を継続的に展開しています。

アサヒスーパードライ「うまい！を明日へ！」プロジェクト第3弾・第4弾報告

「ＳＭＢＣ食・農評価融資」適用第一号となりました

アサヒビール（株）は父親の子育て支援を推進するNPO
法人ファザーリング・ジャパンと協働で、2010年10月と11月
に食育イベント「パパ・カフェ」を開催しました。
このイベントは父親を対象とした食育イベントで、10月
は「ワークとライフを楽しむパパになる方法」をテーマに掲
げてセミナー形式で実施し、11月は料理初心者パパ向け
の料理教室を実施しました。出席者からは「毎日の食を見
つめ直す機会にもなり、しかもアットホームで楽しいイベン
トだった」という声が数多く寄せられました。当日はアサヒ
フードクリエイト（株）のレストラン「ハーモニック」を会場とし
て使用し、実施しました。
今後も「食で育む健康で豊かな社会」の実現に貢献すべ

く、さまざまな食育活動を推進していきます。 

パパの楽しい食育生活応援イベント「パパ・カフェ」を開催
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島は、オルタナティブな人生をまざまざと見せてくれる近未
来社会だ。岡山県南西部にある笠岡諸島は、少子高齢化
が著しく限界集落といわれる島。しかしそこには、あるものの
利用を楽しんで行う島の人たちがいます。ここで、私たちは
老若男女、島の人も外の人も入り混じって「島の文化祭」
を行いました。島の公民館長は「島の日常の中にアートの目
線が加わると、島の暮らしが生き生きとしたものに変わる。
アートで変わることを実感した」と日焼した満面の笑みで語
りました。
AAFに参加していると、全国各地で活動しているローカ

ルな事例が集結していると実感します。そして、年間3回の
会合や、企画相互の交流を通して、自身の活動をグローバ
ルな視点で見る機会があり、その、プレートをひょいひょいと
移動できる小気味良さが、このネットワークの醍醐味ともい
えます。AAFは、参加している各人のものでもあると同時に、
AAFという作品でもある、ということを最近感じています。

「パパを中心に日々の食卓で家族の笑顔を増やしたい！」
私たちは父親の育児支援を行うＮＰＯ団体で、「笑っている
パパ」を増やすべく全国各地でさまざまな活動をしています。こ
のたび、志を同じくするアサヒビールとパパの食育を応援する
「パパ・カフェ」を協働する機会に恵まれました。パパ料理講習
の当日はパパがつくったパエリアで喜ぶ家族の幸せな表情と
お父さんの笑顔が広がりました。パパの大好きなビールをつくる
アサヒビールと、またこうしたコラボレーションが生まれることを楽
しみにしています。

アサヒ・アート・フェスティバルの
実行委員のみなさん

CSRダイジェスト

アサヒビール（株）と全国のアートNPOや市民グループなどが
協働し、2002年にスタートした「アサヒ・アート・フェスティバル
（AAF）」。市民が主体となって企画・運営に参加し、未来文化を
創造する新しいアートの力で地域の魅力を引き出し、コミュニ
ティの活性化を目指しています。
2010年は、6月19日から9月12日まで、780名のスタッフ・ボ

ランティアとともに、公募で集まった23の全国プログラムやネット
ワーク交流から生まれた新しいプログラムなどを加えて、30を超
えるプログラムを展開しました。北海道から沖縄まで、合計
296,445名のお客様にお楽しみいただきました。
地域と密着して活動を続ける「AAF」は、一過性のイベントの

枠組みを超え、文化による地域振興を目指した全国規模の恒
常的な活動の連携として注目されています。

東京都日野市立東光寺小学校
に設置した太陽光パネル

岡山県の事例
（菜の花プロジェクト）
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経済産業省資源エネルギー庁が主催する第14回「新エネ
大賞」において、「アサヒスーパードライ」の製造にグリーン電
力を活用する取り組みにより資源エネルギー庁長官賞（優秀
普及啓発活動部門）を受賞しました。
今回の受賞は、食品業界としては最大となる年間4,000万

kWhのグリーン電力に関する契約を締結し、食品業界として
は初めて製品の自社製造時に使用する電力をグリーン電力
で賄い、グリーン・エネルギー・マークを対象製品に表示するこ

とで、グリーン電力のさらなる普及と啓発活動を実践している
ことが評価されたものです。
アサヒビール（株）は、全9工場で年間に製造する「アサヒ

スーパードライ」缶350ml全数量の製造と、ギフトセットのすべ
てのビール類製造に使用する購入電力相当量3,350万
kWhにグリーン電力を活用し、対象となる製品にグリーン・エネ
ルギー・マークを表示しています。

　2010年10月11日から29日に生物多様性条約第10回締
約国会議（COP10）会場（名古屋国際会議場）に隣接した
白鳥地区で開催された「生物多様性交流フェア」に、10月18
日から29日の期間に出展しました。
　「生物多様性交流フェア」は、ＣＯＰ10に合わせて開催され
た、生物多様性をテーマとした国際的な展示会です。『生物
多様性宣言』の３つの基本方針をテーマとしたブースを出展。
「生きものたちのすむ自然を守ります」ブースでは、社有林「ア
サヒの森」を紹介し、ＣＯ2吸収や水源涵養、生物多様性の保
全といった森の持つ役割を説明しました。また、間伐材を使用
した体験型の工作ワークショップも実施。「自然の恵みを大切
に活かします」ブースでは、アサヒグループの環境や生物多様
性に配慮した研究開発から考案された、さまざまな商品を紹介
しました。原料に有機栽培の素材のみを使用したビール「アサ
ヒ オーガニックプレミアム」や、ビール酵母からつくられるアサ
ヒフードアンドヘルスケア（株）の「エビオス錠」などの商品を実

生物多様性をテーマとした国際的な展示会「生物多様性交流フェア」に出展

際に展示したほか、商品の開発背景や製造工程についても
パネルで説明。「世界中の人 と々一緒に取り組みます」ブース
では、「アサヒスーパードライ」の売上の一部を寄付する「うま
い！を明日へ！」プロジェクトを、生物多様性を普及していく取り
組みとして紹介しました。

アサヒビール（株）では、環境活動を積極的に推進していく
人材を育成する環境教育活動の一環として、社有林「アサヒ
の森」での環境体験学習会「アサヒ森の子塾2010」を、10
月8日に広島県庄原市立庄原小学校と庄原市立峰田小学
校の生徒を対象に実施しました。国際的な森林環境教育プ
ログラムである「ＬＥＡＦ」※の一部を導入し、人間と自然の相
互作用を理解することをテーマにした授業を行いました。
「アサヒ森の子塾」は、アサヒビール（株）が2006年から広
島県庄原市と三次市に所有する社有林「アサヒの森」の甲
野村山地区を会場として、地元の子どもたちに森の中での自
然体験を通じて、CO2吸収など森林の果たしている役割を実
感し、環境保全の大切さに
ついて学ぶプログラムです。
開催にあたっては、林野庁
広島北部森林管理署な
どの協力を得ています。

2010年も全国９ヵ所にあるビール工場の水源地となる森
林において、アサヒグループ従業員による「水源地の森保全
活動」を展開しました。
「水源地の森保全活動」は、森や林を健全に成長させ、永
続的な水源の保全に向けて植林・下草刈
り・枝打ち・間伐などを行うものです。アサヒ
グループでは、ビールをはじめとする飲料や
食品を製造・販売する事業を展開すること
から、特に“水”の保全についての働きかけ
を、環境への取り組みのなかでも大きなテー
マの一つとして位置付けています。水源地
保全活動は、地域共生型環境保全活動の
一環として2004年に四国工場からスタート
し、2006年に全国9工場での活動に拡大

しました。2010年末までに、のべ58回開催されています。毎
回、各工場やグループ会社の従業員、その家族らがボラン
ティアとして活動に参加し、地域のＮＰＯや森林組合、行政、
社団法人国土緑化推進機構などの指導を受けながら活動を
実施しています。

※「ＬＥＡＦ」（Learning About Forests）とは
・1983年に北欧で開発された森林環境教育をもとにつくられたプ
ログラムで、野外森林教育を通じて、子どもたちの環境意識の向上
と環境教育に関わる教師の育成を目的としています。
・2000年には、環境教育プログラムを通じて持続可能な発展を目
指す国際団体であり、世界最大規模の環境ＮＧＯ団体である国
際環境教育基金（ＦＥＥ）のプログラムのひとつになっており、世界
14ヵ国と本プログラムに賛同しているさまざまな協力団体によって
実施されています。

CSRダイジェスト

「アサヒスーパードライ」の製造にグリーン電力を活用する取り組みにより
資源エネルギー庁長官賞（優秀普及啓発活動部門）を受賞

全国9工場で地域共生型環境保全活動の一環として「水源地の森保全活動」を展開

小学生の環境体験学習会「アサヒ森の子塾2010」を開催
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CSRダイジェスト

「アサヒスーパードライ」の製造にグリーン電力を活用する取り組みにより
資源エネルギー庁長官賞（優秀普及啓発活動部門）を受賞

全国9工場で地域共生型環境保全活動の一環として「水源地の森保全活動」を展開

小学生の環境体験学習会「アサヒ森の子塾2010」を開催

かんよう
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アサヒグループ経営理念
アサヒグループは、

最高の品質と心のこもった行動を通じて、
お客様の満足を追求し、

世界の人々の
健康で豊かな社会の実現に貢献します。

ブ ラ ン ド ス テ ー ト メ ン ト

いつも新鮮な価値を創造することが、人のこころを動かして、
強い絆となる。いつも新鮮な明日を想像することが、

人のこころを動かして、輝く力になる。
そんな感動を、ひとりでも
多くの人 と々わかちあいたい。

それが、私たちアサヒグループの願いです。

アサヒグループホールディングス株式会社商号

代表取締役会長　荻田 伍
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アサヒグループのCSR報告の冊子は、「CSRコミュニ
ケーションレポート」と題し、ステークホルダーに従業員の
想いと活動を伝えるレポートとなっている。パフォーマンス
データを切り捨て、読み物として丁寧に作り込むという独
自のCSRコミュニケーションのスタイルだ。このような思い
切った方策が取れるのも、CSRに関する情報を網羅的に
掲載するWebサイトとパフォーマンスデータがぎっしりと盛
り込まれた要約版PDFがあればこそ。3種類の媒体の論
理的な使い分けによる硬軟織り交ぜた情報開示が特徴
となっている。

ここで取り上げている特集記事はいずれも読みごたえ
がある。それは従業員の本気度合いが伝わってくるから
だと思う。それぞれのテーマにおいて、社会の課題にまで
立ち戻って考え抜き、葛藤の中から結論を導き出し結果
を出していることが、臨場感を持って伝わってくる。多量
飲酒をはじめとする不適切な飲用による問題、若者の教
育・育成、高齢者の食など、日本の社会が認識する大切
な課題に真正面から向き合っていることがよく分かる。

7月1日から純粋持株会社に移行することで、CSR活
動においてもより一層、グループとしてのCSRの軸と方向
性が大切となる。昨年、アサヒグループは8つの重点テー
マを設定した。低炭素社会の構築から始まるいずれの
テーマもアサヒグループらしさが出ている印象を受ける
が、CSRコミュニケーションとしては、これらのテーマ選定
をどのようなプロセスで行い、今後どのようなタイミングで
見直しを図っていくのかということもぜひ共有していただ
きたい。

過去のレポートに目を通すと、2009年度版で特集を組
んだ「Asahi Way」の推進をはじめ、興味深い取り組み
が数多くある。それらの取り組みが現在どのように発展し
ているのかが一読者としても知りたい。Webサイトの柔軟
性を利用し、各々活動が年度を越えても追えるよう工夫
してはどうか。そうすることにより報告の一貫性を確保す
ることが出来るようになる。
また、バリューチェーンにおけるCSR面での取り組みに
ついても報告が望まれる。東日本大震災では、各社ともに
サプライチェーンにおける継続性のリスクが浮上し、ス
テークホルダーの関心は高まっている。特に食品・飲料を
商品とするアサヒグループにとって、最上流で生産される
食物資源の不安定化と最下流で廃棄される生ごみの
増加などの課題を含め、バリューチェーンでのサステナビ
リティを追求することの重要性が増している。

アサヒグループは、長期ビジョン2015において「グローバ
ル食品企業トップレベルの事業規模を目指す」という方向
性を打ち出し、泉谷直木社長は冒頭で「グローバル市場
へのシフトを加速している」ことを述べている。グローバル
での事業が拡大することと相俟って、グローバル課題へ対
応することの重要性も増す。アサヒグループが早くより支持
する国連グローバル・コンパクトにおける10原則や社会的
責任に関する国際規格ISO26000で示される7つの中核
主題はいずれも広くグローバルレベルで認識される重要
な課題となっている。アサヒグループと関連する対処すべ
きグローバル課題を選び、取り組みを進めていただきたい。

アサヒスーパードライによりアサヒビールが時代の先端
を切り拓いてきたように、CSRにおいても企業経営と統合
化させた新しいグローバル企業の在り方を示されていくこ
とに期待する。2000年代はCSRが新しいコンセプトとして
認識され、様 な々試みがされてきた。これからの10年は、企
業経営及び事業の中に完全に組み込んだCSRの実践が
鍵となる。

当意見は、本報告書およびCSR・環境活動に関するウェブサイトの記載内容に基づいて執筆しています。

株式会社イースクエア
代表取締役副社長
東北大学大学院
環境科学研究科非常勤講師

本木 啓生氏

「私たちの想い」について

CSRの軸と方向性

報告内容の進捗
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アサヒグループ　

飲酒は20歳になってから。飲酒運転は法律で禁止されています。
妊娠中や授乳期の飲酒は、胎児・乳児の発育に悪影響を与えるおそれがあります。
ほどよく、楽しく、いいお酒。のんだあとはリサイクル。
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